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はじめに

このドキュメントでは、Windows LDAP(Lightweight Directory Access Protocol)サーバユーザから
Jabberプロファイルの写真をダウンロードする方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco Unified Communications Manager（CUCM） 
Cisco Jabber 
Windows Server

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づくものです。

CUCM バージョン 12.5.1.14900-63 
Cisco Jabberバージョン14.1.5.57909 
Windows Serverバージョン2016



このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

設定

コンフィギュレーション

Windows LDAPサーバユーザからJabberプロファイル画像をダウンロードする設定手順は次のと
おりです。

1. 「CodeTwo Active Directory Photos」ソフトウェアをインストールします。 
2. 「CodeTwo Active Directory Photos」でLDAPユーザを検索します。 
3. プロフィール画像をアップロードします。 
4. 「CodeTwo Active Directory Photos」のプロファイル画像を確認します。 
5. Active Directoryでのユーザープロファイル画像の関連付けを確認します。

6. LDAPサーバがエンドユーザのUCサービスプロファイルにディレクトリサービスとして追加さ
れていることを確認します。



注意:CUCMのローカルユーザではなく、LDAP同期ユーザを使用してJabberがログインし
ていることを確認してください。

1. 「CodeTwo Active Directory Photos」ソフトウェアをインストールします。

「CodeTwo Active Directory Photos」ソフトウェアをCodeTwo Active Directory Photosリンクを
使用してダウンロードします。

Windows LDAPサーバにソフトウェアをインストールします。

2. 「CodeTwo Active Directory Photos」でLDAPユーザを検索します。

インストールが完了したら、ソフトウェアを開きます。

次のスクリーンショットに示すように、特定のOU（組織単位）の下にすべてのユーザが表示され
ている必要があります。

https://www.codetwo.com/freeware/active-directory-photos/?gclid=EAIaIQobChMIlcP76OGU6gIVCL7ACh1WJgJNEAAYASAAEgIHSfD_BwE
https://www.codetwo.com/freeware/active-directory-photos/?gclid=EAIaIQobChMIlcP76OGU6gIVCL7ACh1WJgJNEAAYASAAEgIHSfD_BwE


LDAPサーバからのユーザは、「CodeTwo Active Directory Photos」ソフトウェアインターフェイスに表示されます。

3. プロフィール画像をアップロードします。

写真をLDAPサーバにアップロードする前に、写真の寸法が要件に一致していることを確認して
ください。

ユーザのアップロードアイコンをクリックし、写真を参照してOKボタンをクリックし、アップロ
ード操作を完了します。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/11_6/cjab_b_planning-guide-cisco-jabber-116/cjab_b_planning-guide-cisco-jabber-116_chapter_0110.html#CJAB_RF_C83A8EEE_00


ユーザにイメージをアップロードします。

4. 「CodeTwo Active Directory Photos」のプロファイル画像を確認します。

写真をアップロードすると、次のスクリーンショットに示すように、写真がユーザの前に表示さ
れます。



ユーザーのイメージが更新されました。

5. Active Directoryでのユーザープロファイル画像の関連付けを確認します。

「Active Directory Users and Computers」ウィンドウで「View」タブをクリックし、「
Advanced Features」オプションをチェックします



注：この手順の後、ViewタブのAdvanced Featuresの前にチェックマークが表示されます
。



Active Directoryユーザーとコンピューターの拡張機能を有効にします。

ドメインの下で組織単位(OU)を使用してエンドユーザを検索します。 
ユーザを右クリックして、Propertiesを選択します。

ユーザのプロパティを開きます。

「Attribute Editor」タブをクリックし、次のスクリーンショットに示すように、「



thumbnailPhoto」セクションに値が表示されることを確認します。これにより、写真がLDAPユー
ザに正しく関連付けられていることを確認できます。

Confirm thumbnailPhotoフィールドが値で更新されます。

6. LDAPサーバがエンドユーザのUCサービスプロファイルにディレクトリサービスとして追加さ
れていることを確認します。

CUCM Administration Webインターフェイスにログインし、User Management > User Settings > 
UC Serviceの順に移動します。

LDAPサーバ情報を使用してディレクトリサービスを追加します。



ディレクトリサービスを追加します。

User Management > User Settings > Service Profileの順に移動します。

エンドユーザに割り当てられているサービスプロファイルを開き、作成したディレクトリプロフ
ァイルをサービスプロファイルに割り当てます。



作成したディレクトリプロファイルをサービスプロファイルに割り当てます。

同じUCサービスプロファイル(ディレクトリプロファイル付き)がエンドユーザに関連付けられて
いることを確認します。



UCサービスプロファイルがエンドユーザに割り当てられていることを確認します。

Jabberをリセットしてログインします。

確認

正常にログインすると、アップロードされたプロファイルの写真がJabberに表示されます。



プロファイルの写真がJabberに表示されます。

トラブルシュート

現在、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。

この記事がお役に立てば幸いです。



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


